
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】パーティクル等の基板への付着を防止できる搬

送装置を提供する。

【解決手段】基板処理装置やウエハ搬出入室等を備える

クラスタ基板処理システムが有する搬送室の内部に配設

された基板ハンドリング機構１６は、円柱体でる回転部

２０、棒体であるアーム部２１及び基板Ｗを拘持する拘

持部２２とから成り、回転部２０は、クラスタ基板処理

システムを上方から見たときに、その中心部において回

転自在に搬送室の床面に接続され、アーム部２１は、そ

の一端において回転部２０の外縁近傍と回転自在に接続

され、拘持部２２はアーム部２１の他端に回転自在に接

続され、基板ハンドリング機構において基板Ｗを搬送す

るとき、回転部２０、アーム部２１及び拘持部２２が協

動して基板Ｗを基板処理装置やウエハ搬出入室における

所望の位置に搬出入する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 を 支 持 す る 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材 を 備 え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ 、 且 つ 前 記 腕
部 材 の 一 方 は そ の 一 端 に お い て 前 記 腕 部 材 の 他 方 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 基 板 の 搬 送 装 置
に お い て 、
前 記 腕 部 材 の 一 方 は 、 中 心 部 が 前 記 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 前 記 円
柱 体 の 半 径 は 、 前 記 中 心 部 か ら 前 記 一 端 ま で の 距 離 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 筐 体 は 、 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔 は 前 記 円 柱 体 を 収 容 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 前 記 円 柱 体 の 直 径 と ほ ぼ 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 筐 体 は 前 記 貫 通 孔 に 対 応
す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 円 柱 体 に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
基 板 を 支 持 す る 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材 を 備 え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ 、 且 つ 前 記 腕
部 材 の 一 方 は そ の 一 端 に お い て 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 一 端 と 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 屈 折 構 造
を 少 な く と も ２ つ 備 え る 基 板 の 搬 送 装 置 に お い て 、
前 記 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 一 方 は 、 中 心 部 が 前 記 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ
れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 前 記 円 柱 体 の 半 径 は 、 前 記 中 心 部 か ら 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 一 端 ま で
の 距 離 よ り も 小 さ く 、 且 つ 前 記 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 一 方 は 、 前 記 円 柱 体
の 中 心 軸 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 環 状 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 筐 体 は 、 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔 は 前 記 環 状 体 を 収 容 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 前 記 環 状 体 の 外 径 と ほ ぼ 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 屈 折 構 造 の 一 方 の 前 記 腕 部 材 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他 方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 前
記 中 心 部 ま で の 距 離 は 、 前 記 屈 折 構 造 の 他 方 の 前 記 腕 部 材 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他
方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 前 記 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ８ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 屈 折 構 造 の 各 々 を 、 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 他 端 に お い て 互 い に 接 続 す る 基 板 拘 持 部 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 基 板 拘 持 部 は 、 前 記 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と 、 前 記 屈 折
構 造 の 他 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と を 整 合 す る 整 合 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 環 状 体 は 前 記 貫 通 孔 に 対
応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 し 、 且 つ 前 記 筐 体 は 前 記 他 の 貫 通 孔 に 対 応 す る 位

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-207648 A 2004.7.22



置 に 穿 孔 さ れ た さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 １ １ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 円 柱 体 に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
乃 至 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 基 板 の 搬 送 装 置 、 特 に 半 導 体 ウ エ ハ 等 の 基 板 の 搬 送 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 イ オ ン ド ー プ 、 成 膜 、 エ ッ チ ン グ 等 の 各 種 処 理 を 半 導 体 ウ エ ハ 等 の 基 板 Ｗ に 施 す 基
板 処 理 シ ス テ ム と し て 、 ス ル ー プ ッ ト 及 び 歩 留 ま り の 向 上 を 目 的 と し 、 同 じ 処 理 を 行 う 複
数 の 基 板 処 理 装 置 や 、 異 な る 処 理 を 行 う 複 数 の 基 板 処 理 装 置 が 共 通 の 搬 送 室 を 介 し て 放 射
状 に 配 設 さ れ た ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム で は 、 各 基 板 処 理 装 置 に お い て 処 理 済 の 基 板 Ｗ と 未 処 理 の
基 板 Ｗ と を 入 れ 換 え る た め 、 基 板 Ｗ を 搬 送 す る 搬 送 機 構 が 搬 送 室 に 配 設 さ れ る 。 こ の よ う
な 搬 送 機 構 の 代 表 例 と し て は 、 下 記 に 示 す ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 及 び フ ロ ッ グ
レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ２ は 、 ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 が 配 設 さ れ た 従 来 の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ
ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ ２ に お い て 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ２ ０ は 、 そ の 内 部 に お い て 基 板 Ｗ を 処 理 す
る ２ つ の 基 板 処 理 装 置 １ ２ １ と 、 ウ エ ハ カ セ ッ ト （ 不 図 示 ） か ら 基 板 Ｗ を 搬 出 入 す る ロ ー
ド ロ ッ ク 室 １ ２ ２ と 、 ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ ２ ２ か ら 基 板 Ｗ の 搬 入 、 又 は ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ ２
２ へ の 基 板 Ｗ の 搬 出 を 行 う ２ つ の ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ２ ３ と 、 基 板 処 理 装 置 １ ２ １ 及 び ウ エ
ハ 搬 出 入 室 １ ２ ３ を 接 続 す る 搬 送 室 １ ２ ４ と を 備 え 、 搬 送 室 １ ２ ４ は そ の 内 部 に ス カ ラ ア
ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ２ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ２ ５ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 棒 状 の 第 １ ア ー ム 部 １
３ ０ 、 棒 状 の 第 ２ ア ー ム 部 １ ３ １ 及 び 基 板 Ｗ を 拘 持 す る 拘 持 部 １ ３ ２ と か ら 成 り 、 第 １ ア
ー ム 部 １ ３ ０ は 、 そ の 一 端 に お い て ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ２ ０ を 上 方 か ら 見 た と き
に 回 転 自 在 と な る よ う に 、 搬 送 室 １ ２ ４ の 床 面 に 接 続 さ れ 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ３ １ は 、 そ の
一 端 に お い て 第 １ ア ー ム 部 １ ３ ０ の 他 端 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ 、 拘 持 部 １ ３ ２ は 、 第 ２ ア
ー ム 部 １ ３ １ の 他 端 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ２ ５ に お い て 基 板 Ｗ を 搬 送 す る と き 、 第 １ ア ー ム 部 １
３ ０ 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ３ １ 及 び 拘 持 部 １ ３ ２ が 協 動 し て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ ２ １ や ウ
エ ハ 搬 出 入 室 １ ２ ３ に お け る 所 望 の 位 置 に 搬 出 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ ４ は 、 フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 が 配 設 さ れ た 従 来 の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス
テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ ４ に お い て 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ４ ０ は 、 そ の 内 部 に お い て 基 板 Ｗ を 処 理 す
る ４ つ の 基 板 処 理 装 置 １ ４ １ と 、 ロ ー ド ロ ッ ク 室 （ 不 図 示 ） か ら 基 板 Ｗ の 搬 入 、 又 は ロ ー
ド ロ ッ ク 室 へ の 基 板 Ｗ の 搬 出 を 行 う ２ つ の ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ ２ と 、 基 板 処 理 装 置 １ ４ １
及 び ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ ２ を 接 続 す る 搬 送 室 １ ４ ３ と を 備 え 、 搬 送 室 １ ４ ３ は そ の 内 部 に
フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ４ ４ を 有 す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ４ ４ は 、 搬 送 室 １ ４ ３ の 床 面 に 垂 直 に 立 設 さ れ た 柱
状 の 基 部 １ ４ ５ と 、 平 行 に 配 設 さ れ た ２ 本 の 棒 状 部 材 か ら な る 第 １ ア ー ム 部 １ ４ ６ 及 び 棒
状 の 第 ２ ア ー ム 部 １ ４ ７ が 構 成 す る ２ つ の フ ロ ッ グ レ ッ グ 部 １ ４ ８ と 、 基 板 Ｗ を 拘 持 す る
拘 持 部 １ ４ ９ と か ら 成 り 、 第 １ ア ー ム 部 １ ４ ６ は 、 そ の 一 端 に お い て 基 部 １ ４ ５ の 側 面 に
周 方 向 に 関 し て 移 動 自 在 に 接 続 さ れ 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ４ ７ は 、 そ の 一 端 に お い て 第 １ ア ー
ム 部 １ ４ ６ の 他 端 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ 、 拘 持 部 １ ４ ９ は 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ４ ７ の 他 端 に
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ４ ４ に お い て 基 板 Ｗ を 搬 送 す る と き 、 第 １ ア ー ム 部
１ ４ ６ 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ４ ７ 及 び 拘 持 部 １ ４ ９ が 協 動 し て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ ４ １ や
ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ ２ に お け る 所 望 の 位 置 に 搬 出 入 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ５ ４ ７ ３ ９ 号 公 報 （ 第 １ 図 、 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ２ ０ に お け る 搬 送 室 １
２ ４ 内 部 に お い て 、 第 １ ア ー ム 部 １ ３ ０ が 回 転 移 動 す る 空 間 １ ５ ０ に は 干 渉 物 と な る も の
を 配 設 す る こ と が で き ず 、 搬 送 室 １ ２ ４ 内 部 の 空 間 容 積 が 大 と な る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 基
板 Ｗ の 基 板 処 理 装 置 １ ２ １ へ の 搬 入 の 際 、 基 板 処 理 装 置 １ ２ １ 内 部 の 真 空 度 を 維 持 す る た
め に 、 搬 送 室 １ ２ ４ 内 部 は 減 圧 さ れ る が 、 搬 送 室 １ ２ ４ 内 部 を 完 全 に 真 空 に す る こ と は 困
難 で あ り 、 多 少 の 気 体 が 残 留 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の と き 、 上 述 し た よ う に 搬 送 室 １ ２ ４ 内 部 の 空 間 容 積 が 大 と な る と 、 第 １ ア ー ム 部 １ ３
０ が 回 転 移 動 す る こ と に よ っ て 空 間 １ ５ ０ に お い て 気 流 の 乱 れ が 発 生 し て パ ー テ ィ ク ル 等
が 巻 上 げ ら れ 、 該 巻 き 上 げ ら れ た パ ー テ ィ ク ル 等 が 基 板 Ｗ に 付 着 す る と い う 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 第 １ ア ー ム 部 １ ３ ０ は 棒 状 で あ る た め 、 長 手 方 向 に お い て 撓 み 量 が 大 と な る 傾 向 が
あ る 。 こ の よ う に 撓 み 量 が 大 と な る と 、 第 ２ ア ー ム 部 １ ３ １ や 拘 持 部 １ ３ ２ の 位 置 精 度 が
悪 化 し 、 基 板 Ｗ の 搬 送 時 に 搬 送 室 １ ２ ４ の 筐 体 と 干 渉 す る お そ れ が あ る た め 、 搬 送 室 １ ２
４ の 開 口 部 １ ５ １ の 面 積 を 大 き く す る 必 要 が あ る が 、 開 口 部 １ ５ １ の 開 口 部 の 面 積 を 大 き
く す る と 外 部 か ら の パ ー テ ィ ク ル 等 の 侵 入 が 容 易 と な り 、 そ の 結 果 、 侵 入 し た パ ー テ ィ ク
ル 等 が 基 板 Ｗ に 付 着 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ ら の 問 題 は フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ４ ４ が 配 設 さ れ た ク ラ ス タ 基 板 処 理
シ ス テ ム １ ４ ０ で も 同 様 に 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 防 止 で き る 搬 送 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 の 搬 送 装 置 は 、 基 板 を 支 持 す る 少 な く と
も ２ つ の 腕 部 材 を 備 え る と 共 に 所 定 の 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ 、 且 つ 前 記 腕 部 材 の 一 方 は そ の
一 端 に お い て 前 記 腕 部 材 の 他 方 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 基 板 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 腕
部 材 の 一 方 は 、 中 心 部 が 前 記 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 前 記 円 柱 体 の
半 径 は 、 前 記 中 心 部 か ら 前 記 一 端 ま で の 距 離 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 １ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材 を 備 え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配
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設 さ れ た 基 板 の 搬 送 装 置 に お い て 、 腕 部 材 の 一 方 は 、 中 心 部 が 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ
た 円 柱 体 か ら 成 り 、 円 柱 体 の 半 径 は 中 心 部 か ら 一 端 ま で の 距 離 よ り も 大 き い の で 、 筐 体 内
部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な り 、 腕 部 材 の 一 方 の 回 転 に よ る 気 流 の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る と
共 に 、 腕 部 材 の 一 方 に お け る 剛 性 の 向 上 に よ っ て 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 筐 体 に お け る 腕 部
材 用 の 開 口 部 の 面 積 を 小 さ く で き る 。 そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 巻 き 上 げ や 進 入 を 防 止
で き 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 防 止 で き る 。 ま た 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が
小 さ く な る た め 、 筐 体 内 部 の 真 空 化 を 迅 速 に 実 行 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 筐 体 は 、 円 柱 状 の 腕
部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔 は 前 記 円 柱 体 を 収 容 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 筐 体 は 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔
は 前 記 円 柱 体 を 収 容 す る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が よ り 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク
ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径
は 、 前 記 円 柱 体 の 直 径 と ほ ぼ 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 円 柱 体 の 直 径 と ほ ぼ 一 致 す る
の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が さ ら に 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を
よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、
前 記 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 筐 体 は 前 記 貫 通 孔 に 対 応
す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 の 一 方 で あ る 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔
さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 筐 体 は 貫 通 孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 す る の で
、 当 該 貫 通 孔 及 び 他 の 貫 通 孔 を 介 し て 筐 体 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、
も っ て ス ル ー プ ッ ト を さ ら に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、
前 記 円 柱 体 に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 の 一 方 で あ る 円 柱 体 に は そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円
柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る の で 、 腕 部 材 の 一 方 を 軽 量 化 で き 、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン ト を 低 減 で
き る 。 そ の 結 果 、 基 板 の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ６ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 基 板 を 支 持 す る 少 な く と も ２ つ
の 腕 部 材 を 備 え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ 、 且 つ 前 記 腕 部 材 の 一 方 は そ の 一 端 に お い て
前 記 腕 部 材 の 他 方 の 一 端 と 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 屈 折 構 造 を 少 な く と も ２ つ 備 え る 基 板 の
搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 一 方 は 、 中 心 部 が 前 記 筐 体
に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 前 記 円 柱 体 の 半 径 は 、 前 記 中 心 部 か ら 前 記 腕 部
材 の 他 方 の 一 端 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く 、 且 つ 前 記 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の
一 方 は 、 前 記 円 柱 体 の 中 心 軸 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 環 状 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材 か ら 成 る ２ つ の 屈 折 構 造 を 備
え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ た 基 板 の 搬 送 装 置 で は 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の
一 方 は 、 中 心 部 が 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 円 柱 体 の 半 径 は 中 心 部 か
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ら 腕 部 材 の 他 方 の 一 端 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く 、 且 つ 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 腕 部 材 の 一
方 は 、 円 柱 体 の 中 心 軸 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 環 状 体 で あ る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ
く な り 、 腕 部 材 の 一 方 の 回 転 に よ る 気 流 の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る と 共 に 、 腕 部 材 の 一 方
に お け る 剛 性 の 向 上 に よ っ て 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 筐 体 の 開 口 部 の 面 積 を 小 さ く で き る 。
そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 巻 き 上 げ や 進 入 を 防 止 で き 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ
の 付 着 を 防 止 で き る 。 ま た 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な る た め 、 筐 体 内 部 の 真 空 化 を
迅 速 に 実 行 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ６ 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 筐 体 は 、 円 柱 状 の 腕
部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔 は 前 記 環 状 体 を 収 容 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 筐 体 は 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔
は 前 記 環 状 体 を 収 容 す る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が よ り 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク
ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ７ 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径
は 、 前 記 環 状 体 の 外 径 と ほ ぼ 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 環 状 体 の 外 径 と ほ ぼ 一 致 す る
の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が さ ら に 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を
よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ６ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、
前 記 屈 折 構 造 の 一 方 の 前 記 腕 部 材 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他 方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 前
記 中 心 部 ま で の 距 離 は 、 前 記 屈 折 構 造 の 他 方 の 前 記 腕 部 材 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他
方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 前 記 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 一 方 の 腕 部 材 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 他 方
に 対 す る 回 転 軸 か ら 中 心 部 ま で の 距 離 は 、 屈 折 構 造 の 他 方 の 腕 部 材 の 一 方 に お け る 腕 部 材
の 他 方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い の で 、 円 柱 体 と 環 状 体 の 回 転 角 度 を
揃 え れ ば 、 屈 折 構 造 の 動 作 を 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 を 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て
、 前 記 屈 折 構 造 の 各 々 を 、 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 他 端 に お い て 互 い に 接 続 す る 基 板 拘 持 部 を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 各 々 を 、 腕 部 材 の 他 方 の 他 端 に お い て 互
い に 接 続 す る 基 板 拘 持 部 を 備 え る の で 、 屈 折 構 造 の 動 作 を よ り 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で
き 、 基 板 を よ り 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 搬 送 装 置 に お い て 、 前 記 基 板 拘 持 部 は 、
前 記 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 前 記 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と 、 前 記 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る
前 記 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と を 整 合 す る 整 合 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 基 板 拘 持 部 は 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 他
方 の 回 転 角 と 、 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と を 整 合 す る 整 合 構 造 を 有
す る の で 、 屈 折 構 造 の 動 作 を さ ら に 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 を さ ら に 正 確 に 所
望 の 位 置 に 搬 送 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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請 求 項 １ ２ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ６ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い
て 、 前 記 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 環 状 体 は 前 記 貫 通 孔
に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 し 、 且 つ 前 記 筐 体 は 前 記 他 の 貫 通 孔 に 対 応 す
る 位 置 に 穿 孔 さ れ た さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
請 求 項 １ ２ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有
し 、 環 状 体 は 貫 通 孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 し 、 且 つ 筐 体 は 他 の 貫 通
孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 有 す る の で 、 当 該 貫 通 孔 、 他 の 貫 通 孔
及 び さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 介 し て 筐 体 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、 も っ て
ス ル ー プ ッ ト を さ ら に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
請 求 項 １ ３ 記 載 の 搬 送 装 置 は 、 請 求 項 ６ 乃 至 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 搬 送 装 置 に お い
て 、 前 記 円 柱 体 に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
請 求 項 １ ３ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 一 方 を 軽 量 化 で き
、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン ト を 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 基 板 の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル
ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 が 配 設 さ れ た ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ
ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 １ に お い て 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ は 、 そ の 内 部 に お い て 基 板 Ｗ を 処 理 す る ４
つ の 基 板 処 理 装 置 １ １ と 、 基 板 Ｗ を 格 納 す る ウ エ ハ カ セ ッ ト １ ２ か ら 基 板 Ｗ を 搬 出 入 す る
ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ ３ と 、 ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ ３ か ら 基 板 Ｗ の 搬 入 、 又 は ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ ３
へ の 基 板 Ｗ の 搬 出 を 行 う ２ つ の ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ と 、 基 板 処 理 装 置 １ １ 及 び ウ エ ハ 搬 出
入 室 １ ４ を 接 続 す る 搬 送 室 １ ５ と を 備 え る 。 ま た 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ は 、 搬
送 室 １ ５ の 内 部 に お い て 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ を 有 す る 。 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６
は 、 基 板 Ｗ を ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ や 基 板 処 理 装 置 １ １ へ 搬 出 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ２ は 、 図 １ の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ に お け る 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ の 概 略
構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ２ に お い て 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ は 、 円 柱 体 で あ る 回 転 部 ２ ０ 、 棒 体 で あ る ア ー
ム 部 ２ １ 及 び 基 板 Ｗ を 拘 持 す る 拘 持 部 ２ ２ と か ら 成 り 、 回 転 部 ２ ０ は 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理
シ ス テ ム １ ０ を 上 方 か ら 見 た と き に 、 そ の 中 心 部 に お い て 回 転 自 在 に 搬 送 室 １ ５ の 床 面 に
接 続 さ れ 、 ア ー ム 部 ２ １ は 、 そ の 一 端 に お い て 回 転 部 ２ ０ の 外 縁 近 傍 と 回 転 自 在 に 接 続 さ
れ 、 拘 持 部 ２ ２ は ア ー ム 部 ２ １ の 他 端 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 回 転 部 ２ ０ の 半 径
は 、 回 転 部 ２ ０ の 中 心 部 か ら 回 転 部 ２ ０ に 対 す る ア ー ム 部 ２ １ の 回 転 軸 ま で の 距 離 よ り も
大 き い 。 そ し て 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ に お い て 基 板 Ｗ を 搬 送 す る と き 、 回 転 部 ２ ０
、 ア ー ム 部 ２ １ 及 び 拘 持 部 ２ ２ が 協 動 し て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ １ や ウ エ ハ 搬 出 入 室 １
４ に お け る 所 望 の 位 置 に 搬 出 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ３ は 、 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ を 内 包 す る 搬 送 室 １ ５ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ３ に お い て 、 搬 送 室 １ ５ は 、 そ の 内 部 の 上 方 に ア ー ム 部 ２ １ 及 び 拘 持 部 ２ ２ が 回 転 移 動
可 能 な 移 動 空 間 ３ ０ を 有 し 、 該 移 動 空 間 ３ ０ は 搬 送 室 １ ５ の 側 壁 部 に 配 設 さ れ た 開 口 部 ３
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１ を 介 し て 基 板 処 理 装 置 １ １ や ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ の 内 部 空 間 と 接 続 さ れ る 。 ま た 、 搬 送
室 １ ５ は 、 そ の 内 部 の 下 方 に 回 転 部 ２ ０ を 収 容 す る 収 容 空 間 ３ ２ を 有 し 、 該 収 容 空 間 ３ ２
は ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ の 上 下 方 向 に 沿 っ た 中 心 軸 を 有 す る 円 柱 状 の 空 間 で あ る
。 回 転 部 ２ ０ の 直 径 は 、 収 容 空 間 ３ ２ の 直 径 よ り 若 干 小 さ く 設 定 さ れ る の で 、 回 転 部 ２ ０
の 中 心 軸 が 収 容 空 間 ３ ２ の 中 心 軸 と 一 致 す る よ う に 、 回 転 部 ２ ０ が 収 容 空 間 ３ ２ に 収 容 さ
れ た と き 、 回 転 部 ２ ０ は 収 容 空 間 ３ ２ の 容 積 を ほ ぼ 充 填 す る 。 こ の と き 、 回 転 部 ２ ０ は 棒
状 部 材 で な く 、 円 柱 状 部 材 で あ る た め 、 そ の 半 径 方 向 に 関 す る 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 開 口
部 ３ １ の 面 積 の 設 定 に お い て 当 該 撓 み 量 を 考 慮 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 回 転 部 ２ ０ は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ３ ３ を 有 し 、 搬 送 室 １ ５ は
、 回 転 部 ２ ０ が 回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き に お い て 排 気 ポ ー ト ３ ３ に 対 応 す
る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ３ ４ を 底 部 に 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
次 に 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ の 基 板 搬 送 方 法 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ４ は 、 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま ず 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し た 拘 持 部 ２ ２ の ア ー ム 部 ２ １ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し 、 且 つ ア ー
ム 部 ２ １ の 回 転 部 ２ ０ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し た ま ま 、 回 転 部 ２ ０ を そ の 中 心 軸 回 り に
所 定 の 角 度 だ け 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 拘 持 部 ２ ２ を 、 基 板 Ｗ を 搬 入 す べ き 基 板 処 理 装 置
１ １ ａ に 正 対 さ せ る （ 図 ４ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
そ し て 、 さ ら に 回 転 部 ２ ０ を 反 時 計 回 り に 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る と き 、 ア ー ム 部 ２
１ を 時 計 回 り に 同 じ 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 拘 持 部 ２ ２ を 基 板 処 理 装
置 １ １ ａ へ 直 線 状 に 移 動 さ せ （ 図 ４ （ ｂ ） ） 、 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ の 内 部 へ 進 入 し た 拘 持
部 ２ ２ が 所 望 の 位 置 に 到 達 し た と き 、 回 転 部 ２ ０ 及 び ア ー ム 部 ２ １ の 回 転 を 中 止 す る こ と
に よ っ て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ に お け る 所 望 の 位 置 へ 搬 送 す る （ 図 ４ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ５ は 、 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 方 向 変 換 を 伴 う 搬 送 方 法 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま ず 、 図 ４ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法 の 手 順 を 逆 に 実 行 す る こ と に よ り 、 基 板 処 理 装 置
１ １ ａ に お い て 処 理 の 終 了 し た 基 板 Ｗ を 搬 出 し （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 そ の 後 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し
た 拘 持 部 ２ ２ の ア ー ム 部 ２ １ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し 、 且 つ ア ー ム 部 ２ １ の 回 転 部 ２ ０
に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し た ま ま 、 回 転 部 ２ ０ を そ の 中 心 軸 回 り に 所 定 の 角 度 だ け 回 転 さ
せ る こ と に よ り 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し た 拘 持 部 ２ ２ を 、 基 板 Ｗ を 搬 入 す べ き 基 板 処 理 装 置 １ １
ｂ に 正 対 さ せ る （ 図 ５ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
そ し て 、 図 ４ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法 の 手 順 を 実 行 す る こ と に よ っ て 基 板 Ｗ を 基 板 処
理 装 置 １ １ ｂ に お け る 所 望 の 位 置 に 搬 送 す る （ 図 ５ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 回 転 部 ２ ０ は 、 中 心 部 が 搬 送 室 １ ５ に 回 転 自 在 に 接
続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 回 転 部 ２ ０ の 半 径 は 、 回 転 部 ２ ０ の 中 心 部 か ら 回 転 部 ２ ０ に 対
す る ア ー ム 部 ２ １ の 回 転 軸 ま で の 距 離 よ り も 大 き く 、 回 転 部 ２ ０ が 収 容 空 間 ３ ２ に 収 容 さ
れ た と き 、 回 転 部 ２ ０ は 収 容 空 間 ３ ２ の 容 積 を ほ ぼ 充 填 す る の で 、 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 空 間
容 積 が 小 さ く な り 、 回 転 部 ２ ０ の 回 転 に よ る 気 流 の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る と 共 に 、 回 転
部 ２ ０ の 剛 性 の 向 上 に よ っ て 半 径 方 向 に 関 す る 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 搬 送 室 １ ５ の 開 口 部
の 面 積 を 小 さ く で き る 。 そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 巻 き 上 げ や 進 入 を 防 止 で き 、 も っ て
パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 防 止 で き る 。 ま た 、 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ く
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な る た め 、 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 真 空 化 を 迅 速 に 実 行 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ま た 、 回 転 部 ２ ０ は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ３ ３ を 有 し 、 搬 送 室 １ ５ は
、 回 転 部 ２ ０ が 回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き 、 排 気 ポ ー ト ３ ３ に 対 応 す る 位 置
に 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ３ ４ を 底 部 に 有 す る の で 、 排 気 ポ ー ト ３ ３ 及 び 排 気 ポ ー ト ３ ４ を
介 し て 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を さ
ら に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
上 述 し た 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ に お い て 、 回 転 部 ２ ０ に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱
孔 が 穿 孔 さ れ て い て も よ く 、 こ れ に よ り 、 回 転 部 ２ ０ を 軽 量 化 で き 、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン
ト を 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｗ の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 も 、 上 述 し た 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ と 同 様
に 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ に お け る 搬 送 室 １ ５ の 内 部 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 ６ に お い て 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ は 、 円 柱 体 で あ る 回 転 部 ６ １ 、 板 状 体 で あ る 延
伸 部 ６ ２ 、 及 び 棒 状 体 で あ る 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ か ら 成 る 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ と 、 環 状 体 で あ
る 環 状 回 転 部 ６ ５ 、 及 び 棒 状 体 で あ る 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ か ら 成 る 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ と 、 基
板 Ｗ を 拘 持 す る 拘 持 部 ６ ８ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
回 転 部 ６ １ は 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ を 上 方 か ら 見 た と き に 、 そ の 中 心 部 に お い
て 回 転 自 在 に 搬 送 室 １ ５ の 床 面 に 接 続 さ れ 、 環 状 回 転 部 ６ ５ は 回 転 部 ６ １ の 中 心 軸 に 沿 っ
て 配 設 さ れ る 。 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ に お い て 、 延 伸 部 ６ ２ は 、 そ の 一 端 に お い て 回 転 部 ６ １
の 外 縁 近 傍 に 固 定 さ れ 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ は 、 そ の 一 端 に お い て 延 伸 部 ６ ２ の 他 端 と 回 転
自 在 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ に お い て 、 環 状 回 転 部 ６ ５ は 、 回 転 部 ６ １ の
中 心 軸 の 廻 り を 回 転 自 在 に 配 設 さ れ 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ は 、 そ の 一 端 に お い て 環 状 回 転 部
６ ５ に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 拘 持 部 ６ ８ は 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ 及 び 第 ２ ア ー ム
部 ６ ６ の 各 々 と 、 そ の 他 端 に お い て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 回 転 部 ６ １ の 半 径 は 、 そ の 中 心 部 か ら 延 伸 部 ６ ２ の 他 端 ま で の 距 離 よ り も 小 さ い が
、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ に お け る 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 一 端 の 回 転 軸 か ら 回 転 部 ６ １ の 中 心 部 ま
で の 距 離 は 、 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ に お け る 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 一 端 の 回 転 軸 か ら 環 状 回 転 部
６ ５ の 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ に お い て 基 板 Ｗ を 搬 送 す る と き 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ 、 第 ２ レ ッ
グ 部 ６ ７ 、 及 び 拘 持 部 ６ ８ が 協 動 し て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ １ や ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ に
お け る 所 望 の 位 置 に 搬 出 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 ７ は 、 図 ６ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ を 内 包 す る 搬 送 室 １ ５ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
図 ７ に お い て 、 搬 送 室 １ ５ は 、 そ の 内 部 の 上 方 に 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ 及
び 拘 持 部 ６ ８ が 回 転 移 動 可 能 な 移 動 空 間 ７ ０ を 有 し 、 該 移 動 空 間 ７ ０ は 搬 送 室 １ ５ の 側 壁
部 に 配 設 さ れ た 開 口 部 （ 不 図 示 ） を 介 し て 基 板 処 理 装 置 １ １ や ウ エ ハ 搬 出 入 室 １ ４ の 内 部
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空 間 と 接 続 さ れ る 。 ま た 、 搬 送 室 １ ５ は 、 そ の 内 部 の 下 方 に 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状 回 転 部 ６
５ を 収 容 す る 収 容 空 間 ７ １ を 有 し 、 該 収 容 空 間 ７ １ は ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ の 上
下 方 向 に 沿 っ た 中 心 軸 を 有 す る 円 柱 状 の 空 間 で あ る 。 環 状 回 転 部 ６ ５ の 外 径 は 、 収 容 空 間
７ １ の 直 径 よ り 若 干 小 さ く 設 定 さ れ る の で 、 環 状 回 転 部 ６ ５ の 中 心 軸 が 収 容 空 間 ７ １ の 中
心 軸 と 一 致 す る よ う に 、 環 状 回 転 部 ６ ５ が 収 容 空 間 ７ １ に 収 容 さ れ 、 且 つ 回 転 部 ６ １ が 環
状 回 転 部 ６ ５ に 収 容 さ れ た と き 、 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状 回 転 部 ６ ５ は 収 容 空 間 ７ １ の 容 積 を
ほ ぼ 充 填 す る 。 こ の と き 、 回 転 部 ６ １ は 円 柱 状 部 材 で あ り 、 環 状 回 転 部 ６ ５ は 環 状 部 材 で
あ る た め 、 そ れ ら の 半 径 方 向 に 関 す る 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 上 述 し た 開 口 部 の 面 積 の 設 定
に お い て 当 該 撓 み 量 を 考 慮 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 回 転 部 ６ １ は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ７ ２ を 有 し 、 環 状 回 転 部 ６
５ は 、 回 転 部 ６ １ が 回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き に お い て 排 気 ポ ー ト ７ ２ に 対
応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ７ ３ を 底 部 に 有 し 、 搬 送 室 １ ５ は 、 環 状 回 転 部 ６ ５ が
回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き に お い て 排 気 ポ ー ト ７ ３ に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ
れ た 排 気 ポ ー ト ７ ４ を 底 部 に 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
次 に 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ の 基 板 搬 送 方 法 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
図 ８ は 、 図 ７ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ま ず 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し た 拘 持 部 ６ ８ の 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ 及 び 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ に 対 す る 位
置 関 係 を 固 定 し 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 部 ６ １ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し 、 さ ら に 、 第
２ ア ー ム 部 ６ ６ の 環 状 回 転 部 ６ ５ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し た ま ま 、 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状
回 転 部 ６ ５ を 同 調 さ せ て 、 そ れ ら の 中 心 軸 回 り に 所 定 の 角 度 だ け 回 転 さ せ る こ と に よ り 、
基 板 Ｗ を 拘 持 し た 拘 持 部 ６ ８ を 、 基 板 Ｗ を 搬 入 す べ き 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ に 正 対 さ せ る （
図 ８ （ ａ ） ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
そ し て 、 さ ら に 環 状 回 転 部 ６ ５ を 反 時 計 回 り に 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る と き 、 第 ２ ア
ー ム 部 ６ ６ を 時 計 回 り に 同 じ 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る と 共 に 、 回 転 部 ６ １ も 時 計 回 り
に 同 じ 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ る 。 こ の と き 、 拘 持 部 ６ ８ は 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 拘 持 部
６ ８ に 対 す る 回 転 角 と 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 拘 持 部 ６ ８ に 対 す る 回 転 角 と を 整 合 す る 後 述
の 整 合 構 造 １ ０ ０ を 有 す る た め 、 拘 持 部 ６ ８ は 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ へ 直 線 状 に 移 動 す る （
図 ８ （ ｂ ） ） 。 そ し て 、 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ の 内 部 へ 進 入 し た 拘 持 部 ６ ８ が 所 望 の 位 置 に
到 達 し た と き 、 環 状 回 転 部 ６ ５ 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ 及 び 回 転 部 ６ １ の 回 転 を 中 止 す る こ と
に よ っ て 基 板 Ｗ を 基 板 処 理 装 置 １ １ ａ に お け る 所 望 の 位 置 へ 搬 送 す る （ 図 ８ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 ９ は 、 図 ７ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 方 向 変 換 を 伴 う 搬 送 方 法 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま ず 、 図 ８ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法 の 手 順 を 逆 に 実 行 す る こ と に よ り 、 基 板 処 理 装 置
１ １ ａ に お い て 処 理 の 終 了 し た 基 板 Ｗ を 搬 出 し （ 図 ９ （ ａ ） ） 、 そ の 後 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し
た 拘 持 部 ６ ８ の 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ 及 び 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し 、 第 １
ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 部 ６ １ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し 、 さ ら に 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 環 状
回 転 部 ６ ５ に 対 す る 位 置 関 係 を 固 定 し た ま ま 、 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状 回 転 部 ６ ５ を 同 調 さ せ
て 、 そ れ ら の 中 心 軸 回 り に 所 定 の 角 度 だ け 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 基 板 Ｗ を 拘 持 し た 拘 持
部 ６ ８ を 、 基 板 Ｗ を 搬 入 す べ き 基 板 処 理 装 置 １ １ ｂ に 正 対 さ せ る （ 図 ９ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
そ し て 、 図 ８ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法 の 手 順 を 実 行 す る こ と に よ っ て 基 板 Ｗ を 基 板 処
理 装 置 １ １ ｂ に お け る 所 望 の 位 置 に 搬 送 す る （ 図 ９ （ ｃ ） ） 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
図 １ ０ は 、 図 ６ に お け る 拘 持 部 ６ ８ が 有 す る 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 角 及 び 第 ２ ア ー ム 部
６ ６ の 回 転 角 を 整 合 す る 整 合 構 造 １ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 １ ０ （ ａ ） に お い て 、 拘 持 部 ６ ８ は 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８
に 遊 合 さ れ る 第 １ の ギ ヤ １ ０ １ と 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８ に 遊
合 さ れ る 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ と 、 第 １ の ギ ヤ １ ０ １ 及 び 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ に た す き 掛 け 状 に
掛 け ら れ た 駆 動 チ ェ ー ン １ ０ ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 回 転 に 応 じ て 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ が 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る と き 、 当 該
所 定 の 角 度 に 対 応 し た 移 動 量 だ け 駆 動 チ ェ ー ン １ ０ ３ は 移 動 し 、 当 該 移 動 量 に 対 応 し て 第
１ の ギ ヤ １ ０ １ は 回 転 す る 。 こ の と き 、 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ と 第 １ の ギ ヤ １ ０ １ の 有 効 径 は
同 じ で あ る の で 、 第 １ の ギ ヤ １ ０ １ は 、 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ と 同 じ 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る
。 こ れ に よ り 、 拘 持 部 ６ ８ は 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 角 及 び 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 回 転 角 を
整 合 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
整 合 構 造 １ ０ ０ の 構 成 は 上 述 し た も の に 限 ら れ ず 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ ア ー
ム 部 ６ ３ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８ に 遊 合 さ れ る 円 筒 形 磁 石 １ ０ ４ と 、 第 ２ ア ー ム 部
６ ６ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８ に 遊 合 さ れ る 円 筒 形 磁 石 １ ０ ５ と を 備 え て も よ く 、 こ
の と き 、 円 筒 形 磁 石 １ ０ ４ 及 び 円 筒 形 磁 石 １ ０ ５ の 各 々 は 、 Ｎ 極 と Ｓ 極 が 周 方 向 に 同 じ ピ
ッ チ で 交 互 に 配 列 さ れ 、 円 筒 形 磁 石 １ ０ ４ に お け る 磁 極 と 、 当 該 極 に 対 向 す る 円 筒 形 磁 石
１ ０ ５ に お け る 磁 極 が 反 対 極 で あ る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
こ こ で 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 回 転 に 応 じ て 円 筒 形 磁 石 １ ０ ５ が 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る と
き 、 反 対 極 同 士 の 磁 力 に よ っ て 円 筒 形 磁 石 １ ０ ４ は 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る 。 こ れ に よ り
、 拘 持 部 ６ ８ は 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 角 及 び 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 回 転 角 を 整 合 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ に お け る 回 転 部 ６ １ は 、 中 心 部 が
搬 送 室 １ ５ に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 回 転 部 ６ １ の 半 径 は 、 そ の 中 心 部 か
ら 延 伸 部 ６ ２ の 他 端 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く 、 且 つ 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ に お け る 環 状 回 転 部
６ ５ は 、 回 転 部 ６ １ の 中 心 軸 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 環 状 体 で あ り 、 環 状 回 転 部 ６ ５ が 収 容 空
間 ７ １ に 収 容 さ れ 、 且 つ 回 転 部 ６ １ が 環 状 回 転 部 ６ ５ に 収 容 さ れ た と き 、 回 転 部 ６ １ 及 び
環 状 回 転 部 ６ ５ は 収 容 空 間 ７ １ の 容 積 を ほ ぼ 充 填 す る の で 、 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 空 間 容 積 が
小 さ く な り 、 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状 回 転 部 ６ ５ の 回 転 に よ る 気 流 の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る
と 共 に 、 回 転 部 ６ １ 及 び 環 状 回 転 部 ６ ５ に お け る 剛 性 の 向 上 に よ っ て 撓 み 量 が 小 さ く な り
、 搬 送 室 １ ５ の 開 口 部 の 面 積 を 小 さ く で き る 。 そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 巻 き 上 げ や 進
入 を 防 止 で き 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 防 止 で き る 。 ま た 、 搬 送 室 １ ５ 内
部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な る た め 、 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 真 空 化 を 迅 速 に 実 行 す る こ と が で き 、
も っ て ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
ま た 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ に お け る 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 一 端 の 回 転 軸 か ら 回 転 部 ６ １ の 中 心
部 ま で の 距 離 は 、 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ に お け る 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 一 端 の 回 転 軸 か ら 環 状 回
転 部 ６ ５ の 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い の で 、 回 転 部 ６ １ と 環 状 回 転 部 ６ ５ の 回 転 角 度 を 揃
え れ ば 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ 及 び 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ の 動 作 を 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 Ｗ
を 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
さ ら に 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ 及 び 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ の 各 々 を 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ 及 び 第 ２ ア
ー ム 部 ６ ６ の 他 端 に お い て 互 い に 接 続 す る 拘 持 部 ６ ８ を 備 え る の で 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ 及
び 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７ の 動 作 を よ り 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 Ｗ を よ り 正 確 に 所 望
の 位 置 に 搬 送 で き る 。

10

20

30

40

50

(11) JP 2004-207648 A 2004.7.22



【 ０ ０ ８ ７ 】
拘 持 部 ６ ８ は 、 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８ に 遊 合 さ れ る 第 １ の ギ ヤ
１ ０ １ と 、 第 ２ ア ー ム 部 ６ ６ の 他 端 に 固 定 さ れ 、 拘 持 部 ６ ８ に 遊 合 さ れ る 第 ２ の ギ ヤ １ ０
２ と 、 第 １ の ギ ヤ １ ０ １ 及 び 第 ２ の ギ ヤ １ ０ ２ に た す き 掛 け 状 に 掛 け ら れ た 駆 動 チ ェ ー ン
１ ０ ３ と を 備 え る 整 合 構 造 １ ０ ０ を 有 す る の で 、 第 １ レ ッ グ 部 ６ ４ 及 び 第 ２ レ ッ グ 部 ６ ７
の 動 作 を さ ら に 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 Ｗ を さ ら に 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で
き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
ま た 、 回 転 部 ６ １ は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ７ ２ を 有 し 、 環 状 回 転 部 ６
５ は 、 回 転 部 ６ １ が 回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き に お い て 排 気 ポ ー ト ７ ２ に 対
応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 排 気 ポ ー ト ７ ３ を 底 部 に 有 し 、 搬 送 室 １ ５ は 、 環 状 回 転 部 ６ ５ が
回 転 す る 前 の イ ニ シ ャ ル 状 態 に あ る と き に お い て 排 気 ポ ー ト ７ ３ に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ
れ た 排 気 ポ ー ト ７ ４ を 底 部 に 有 す る の で 、 排 気 ポ ー ト ７ ２ 、 排 気 ポ ー ト ７ ３ 及 び 排 気 ポ ー
ト ７ ４ を 介 し て 搬 送 室 １ ５ 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ
ッ ト を さ ら に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
上 述 し た 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ に お い て 、 回 転 部 ６ １ に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円 柱
孔 が 穿 孔 さ れ て い て も よ く 、 こ れ に よ り 、 回 転 部 ６ １ を 軽 量 化 で き 、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン
ト を 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｗ の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
上 述 し た 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ や 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ を 使 用 す る 基 板 処 理 シ ス
テ ム は 、 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 図 １ １ に 示 す よ う な 基 板 処
理 装 置 １ １ 及 び 該 基 板 処 理 装 置 １ １ に 基 板 Ｗ を 受 け 渡 し す る ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ １ ０ か ら 構
成 さ れ る ２ つ の プ ロ セ ス モ ジ ュ ー ル １ １ １ と 、 ３ つ の ウ エ ハ カ セ ッ ト １ １ ２ と 、 矩 形 状 の
共 通 搬 送 路 で あ る ト ラ ン ス フ ァ チ ャ ン バ １ １ ３ と を 備 え 、 ２ つ の プ ロ セ ス モ ジ ュ ー ル １ １
１ が 互 い に 平 行 に 配 設 さ れ 、 ２ つ の プ ロ セ ス モ ジ ュ ー ル １ １ １ の 各 々 は ロ ー ド ロ ッ ク 室 １
１ ０ を 介 し て 接 続 す る 基 板 処 理 シ ス テ ム １ １ ４ で あ っ て も よ く 、 こ の 基 板 処 理 シ ス テ ム １
１ ４ で は 、 ロ ー ド ロ ッ ク 室 １ １ ０ の 各 々 が 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ 等 を そ の 内 部 に 有 す
る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ま た 、 上 述 し た 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ の 各 構 成 部 品 や 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ の 各
構 成 部 品 の 材 料 は 、 ア ル ミ 合 金 で あ っ て も よ く 、 こ れ に よ り 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６
及 び 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ の 重 量 を 削 減 す る こ と が で き 、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン ト を 低
減 で き る 。 そ の 結 果 、 基 板 Ｗ の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。 さ
ら に 、 ア ル ミ 合 金 が 有 す る 耐 腐 食 性 に よ り 、 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ 及 び 基 板 ハ ン ド リ
ン グ 機 構 ６ ０ の メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル 、 ひ い て は ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ の メ ン テ
ナ ン ス サ イ ク ル を 長 期 化 で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材
を 備 え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ た 基 板 の 搬 送 装 置 に お い て 、 腕 部 材 の 一 方 は 、 中 心 部
が 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 円 柱 体 の 半 径 は 中 心 部 か ら 一 端 ま で の 距
離 よ り も 大 き い の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な り 、 腕 部 材 の 一 方 の 回 転 に よ る 気 流
の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る と 共 に 、 腕 部 材 の 一 方 に お け る 剛 性 の 向 上 に よ っ て 撓 み 量 が 小
さ く な り 、 筐 体 に お け る 腕 部 材 用 の 開 口 部 の 面 積 を 小 さ く で き る 。 そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク
ル 等 の 巻 き 上 げ や 進 入 を 防 止 で き 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 防 止 で き る 。
ま た 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な る た め 、 筐 体 内 部 の 真 空 化 を 迅 速 に 実 行 す る こ と が
で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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請 求 項 ２ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 筐 体 は 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔
は 前 記 円 柱 体 を 収 容 す る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が よ り 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク
ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 円 柱 体 の 直 径 と ほ ぼ 一 致 す る
の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が さ ら に 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を
よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 の 一 方 で あ る 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔
さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、 筐 体 は 貫 通 孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 す る の で
、 当 該 貫 通 孔 及 び 他 の 貫 通 孔 を 介 し て 筐 体 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、
も っ て ス ル ー プ ッ ト を さ ら に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 の 一 方 で あ る 円 柱 体 に は そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 円
柱 孔 が 穿 孔 さ れ て い る の で 、 腕 部 材 の 一 方 を 軽 量 化 で き 、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン ト を 低 減 で
き る 。 そ の 結 果 、 基 板 の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ つ の 腕 部 材 か ら 成 る ２ つ の 屈 折 構 造 を 備
え る と 共 に 筐 体 内 部 に 配 設 さ れ た 基 板 の 搬 送 装 置 で は 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の
一 方 は 、 中 心 部 が 筐 体 に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ た 円 柱 体 か ら 成 り 、 円 柱 体 の 半 径 は 中 心 部 か
ら 腕 部 材 の 他 方 の 一 端 ま で の 距 離 よ り も 小 さ く 、 且 つ 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 腕 部 材 の 一
方 は 、 円 柱 体 の 中 心 軸 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 環 状 体 で あ る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ
く な り 、 腕 部 材 の 一 方 の 回 転 に よ る 気 流 の 乱 れ の 発 生 を 防 止 で き る と 共 に 、 腕 部 材 の 一 方
に お け る 剛 性 の 向 上 に よ っ て 撓 み 量 が 小 さ く な り 、 筐 体 の 開 口 部 の 面 積 を 小 さ く で き る 。
そ の 結 果 、 パ ー テ ィ ク ル 等 の 巻 き 上 げ や 進 入 を 防 止 で き 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ
の 付 着 を 防 止 で き る 。 ま た 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が 小 さ く な る た め 、 筐 体 内 部 の 真 空 化 を
迅 速 に 実 行 す る こ と が で き 、 も っ て ス ル ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 筐 体 は 円 柱 状 の 腕 部 材 収 容 孔 を 備 え 、 該 腕 部 材 収 容 孔
は 前 記 環 状 体 を 収 容 す る の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が よ り 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク
ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 腕 部 材 収 容 孔 の 直 径 は 、 環 状 体 の 外 径 と ほ ぼ 一 致 す る
の で 、 筐 体 内 部 の 空 間 容 積 が さ ら に 小 さ く な り 、 も っ て パ ー テ ィ ク ル 等 の 基 板 へ の 付 着 を
よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 一 方 の 腕 部 材 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 他 方
に 対 す る 回 転 軸 か ら 中 心 部 ま で の 距 離 は 、 屈 折 構 造 の 他 方 の 腕 部 材 の 一 方 に お け る 腕 部 材
の 他 方 に 対 す る 回 転 軸 か ら 中 心 部 ま で の 距 離 と 等 し い の で 、 円 柱 体 と 環 状 体 の 回 転 角 度 を
揃 え れ ば 、 屈 折 構 造 の 動 作 を 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 を 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で き
る 。
【 ０ １ ０ １ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 各 々 を 、 腕 部 材 の 他 方 の 他 端 に お い て 互
い に 接 続 す る 基 板 拘 持 部 を 備 え る の で 、 屈 折 構 造 の 動 作 を よ り 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で
き 、 基 板 を よ り 正 確 に 所 望 の 位 置 に 搬 送 で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 基 板 拘 持 部 は 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 他
方 の 回 転 角 と 、 屈 折 構 造 の 他 方 に お け る 腕 部 材 の 他 方 の 回 転 角 と を 整 合 す る 整 合 構 造 を 有
す る の で 、 屈 折 構 造 の 動 作 を さ ら に 正 確 に 同 調 さ せ る こ と が で き 、 基 板 を さ ら に 正 確 に 所
望 の 位 置 に 搬 送 で き る 。
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【 ０ １ ０ ３ 】
請 求 項 １ ２ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 円 柱 体 は 中 心 軸 方 向 に 沿 っ て 穿 孔 さ れ た 貫 通 孔 を 有
し 、 環 状 体 は 貫 通 孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た 他 の 貫 通 孔 を 有 し 、 且 つ 筐 体 は 他 の 貫 通
孔 に 対 応 す る 位 置 に 穿 孔 さ れ た さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 有 す る の で 、 当 該 貫 通 孔 、 他 の 貫 通 孔
及 び さ ら に 他 の 貫 通 孔 を 介 し て 筐 体 内 部 の 気 体 排 出 の 効 率 を 向 上 す る こ と が で き 、 も っ て
ス ル ー プ ッ ト を さ ら に 向 上 で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
請 求 項 １ ３ 記 載 の 搬 送 装 置 に よ れ ば 、 屈 折 構 造 の 一 方 に お け る 腕 部 材 の 一 方 を 軽 量 化 で き
、 も っ て 慣 性 モ ー メ ン ト を 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 基 板 の 搬 送 速 度 を 向 上 で き 、 よ り ス ル
ー プ ッ ト を 向 上 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 が 配 設 さ れ た ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ
ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム １ ０ に お け る 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ の 概 略
構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ を 内 包 す る 搬 送 室 １ ５ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 方 向 変 換 を 伴 う 搬 送 方 法 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 搬 送 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ を 内 包 す る 搬 送 室 １ ５ の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 直 線 方 向 に 関 す る 搬 送 方 法
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 ６ ０ が 実 行 す る 基 板 Ｗ の 方 向 変 換 を 伴 う 搬 送 方 法 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ に お け る 拘 持 部 ６ ８ が 有 す る 第 １ ア ー ム 部 ６ ３ の 回 転 角 及 び 第 ２ ア ー ム 部
６ ６ の 回 転 角 を 整 合 す る 整 合 構 造 １ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ６ を 使 用 す る 他 の 基 板 処 理 シ ス テ ム １ １ ４ の 概 略 構 成
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 が 配 設 さ れ た 従 来 の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ
ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に お け る ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ２ ５ の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 フ ロ ッ グ レ ッ グ 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 が 配 設 さ れ た 従 来 の ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス
テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の ス カ ラ ア ー ム 式 ハ ン ド リ ン グ 機 構 １ ２ ５ を 内 包 す る 搬 送 室 １ ２ ４ の 概
略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ク ラ ス タ 基 板 処 理 シ ス テ ム
１ １ 　 基 板 処 理 装 置
１ ４ 　 ウ エ ハ 搬 出 入 室
１ ５ 　 搬 送 室
１ ６ ， ６ ０ 　 基 板 ハ ン ド リ ン グ 機 構
２ ０ ， ６ １ 　 回 転 部
２ １ 　 ア ー ム 部
２ ２ 　 拘 持 部
３ １ 　 開 口 部

10

20

30

40

50

(14) JP 2004-207648 A 2004.7.22



３ ２ ， ７ １ 　 収 容 空 間
６ ３ 　 第 １ ア ー ム 部
６ ４ 　 第 １ レ ッ グ 部
６ ５ 　 環 状 回 転 部
６ ６ 　 第 ２ ア ー ム 部
６ ７ 　 第 ２ レ ッ グ 部
６ ８ 　 拘 持 部
３ ３ ， ３ ４ ， ７ ２ ， ７ ３ ， ７ ４ 　 排 気 ポ ー ト
１ ０ ０ 　 整 合 構 造

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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